
オレゴン州、特にウィラメット・バレー地域では30種類
のホップが栽培されています。これらの品種の豊富さ
は香りと風味の幅広い範囲を網羅するため、醸造家
がさまざまなスタイルのビールを醸造するために必要
なホップを提供しています。クラフトビールの成長に
伴って、オレゴンのホップ生産の多くはアロマホップ
に重点が 置かれています。ホップ生産者は、公的な植
物育種プログラムと緊密に協力して、醸造者や消費
者の好みに合ったホップを開発しています。 
ホップには数百の品種があり、毎年新しい品種が
開発されています。オレゴン産の人気ホップには
Cascade（カスケード）とCitraTM（シトラ）があります。 
Cascade（カスケード）品種は、オレゴン州立大学の
米国農務省によって開発され、1972年に 
リリースされました。独特の花のような香りと 
グレープフルーツのような香りを合わせ持つこのホッ

プは、今でも米国で最も人気のあるホップの1つ
です。CitraTM（シトラ）は、ホップの風味を前面に
出したビールを求める声に応えて開発され、Hop 
Breeding Company（ホップ ブリーディング カン
パニー）によって 2007 年に発売されました。名前
が示すように、Citraは柑橘類とトロピカルフルーツ
の香りで知られ、最もよく知られているホップ品種
の1つとなっています。 
ホップ品種の独特の特徴を説明するために、10を
超える風味と香りのカテゴリーが一般的に使用 
されます。これらの香りは、フルーティー、フローラル、
アーシー（シトラス、スパイシーなど多岐にわたり
ます ）。特定のビールのスタイルに独特の香りを
引き出すために、さまざまな種類のホップが使用
されます。

ご紹介します 
オレゴン産ホップ
オレゴン州は、ホップの栽培面積で見ると、全米で上位 
3位に入るホップ生産州です。オレゴンのホップのほとんど
は、温暖な気候、肥沃な土壌、豊富な降雨量で知られる
ウィラメット・バレー地域で栽培されています。この特別
な地域は、全米はもちろんや世界中のクラフトビール 
醸造家に好まれる高品質のアロマ系ホップの生産に最適
です。 

オレゴンの気候に適したホップの品種



SAI PLATFORM： 持続可能な農業イニシアチブ（SAI）プラットフォーム
は、企業が持続可能な生産と農業原材料の調達を実現できるよう 
支援します。ホップ栽培者にとって、SAIプラットフォームは、農場が 
持続可能な農法を使用して食品システムをサポートしていることを
バイヤーに示す信頼できる認証を可能にします。
オーガニック認証： 消費者がより誠実かつ健康的な食品を求めるよ
うになるつれ、米国農務省 (USDA)の「オーガニック」ラベルはホップ
栽培者が国の基準を満たすのに役立ちます。このプロセスでは、 
発芽から製品に至るまで、ホップが有機的に調達されていることを
保証します。
GOOD BINES（グッドバインズ）： Good Binesは、経済、社会、環境
の実践の共同開発と共有に基づいて構築された、農場に焦点を当て
た教育フレームワークです。これは、ホップ栽培者間の情報共有と 
品質評価の最大の情報源であるHop Growers of America（アメリカ
ホップ栽培者協会）によって創設および管理されています。農場は、
食品安全、リスク評価、水と灌漑など、いくつかの種類の証明書を 
取得できます。
SALMON-SAFE（サーモンセーフ）： Salmon-Safeは、西海岸の農家
や他の土地所有者と協力して、流域への影響を軽減します。この専門
家による相互評価によって認証するプログラムは、水質の保護、流域の
健全性の維持、鮭の生息地の回復に役立ちます。

ホップファミリー農場がベストプラクティスを実践
オレゴン州のホップ栽培者のほとんどは、3代目または4代目の農家で、各世代が情熱と専門知識を次の世代に
受け継いでいます。オレゴン州のホップ栽培者は、農場の継続のために持続可能性を重視し、最良の農法に 
従っています。栽培者と消費者の両方にとって、より環境に配慮した慣行を維持するための取り組みの一環として、
ホップ栽培者を認証する第三者組織が数多く設立されています。 
オレゴン州のホップ栽培者の多くは、自らの農場で持続可能かつ環境に配慮した栽培方法に取り組んでいる 
ことを示すために、第三者機関による認証を受けるという追加措置を講じています。醸造者は、自社の醸造方法に
一致する認証を持つホップを選択し、その認証を消費者に提供することができます。

ホップの認証 

さらに学ぶ
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オレゴン州ホップ委員会： oregonhops.org 
アメリカホップ栽培者協会： usahops.org

ホップの素晴らしい品種がこれほど豊富にあることか
ら、オレゴン州がビール愛好家やビール醸造所にとっ

て毎年人気の目的地であり続けているのも不思議では   
ありません。オレゴン産ホップは、ホップサイダー、

ホップウォーター、紅茶キノコにも使われています。

農業開発・マーケティングプログラム
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